
札響くらぶ会則の一部改正について 

 

 札響くらぶ会則（平成８年８月２０日設立総会）の一部を次のように改正する。 

 

 第２条の見出しを「（事務所）」に改め、同条中「事務局」を「事務所」に改め、同条中「財団法

人札幌交響楽団」を「公益財団法人札幌交響楽団」に改める。 

 第５条第２項、第３項及び第４項中「一般会員」を「マスター会員」に改める。 

 第６条に次の１項を加える。 

 ２ 入会申込書は、札響くらぶ所定の書式のほか、次の事項（第１号及び第２号は必須事項とす

る。）を満たしている任意の書式とする。 

  (1) マスター会員及びファミリー会員の氏名及びフリガナ 

  (2) 郵便番号、住所及び電話番号 

  (3) メールアドレス 

  (4) 運営スタッフ参加の希望 

  (5) 札響定期会員若しくは維持会員入会の希望 

 第７条第１項第１号中「一般会員」を「マスター会員」に改め、同条第３項中「会費は、」の次

に「会員が指定する金融機関の預金口座から自動振替するものとする。ただし、会員の申し出によ

り」を加え、「支払うものとする」を「支払うことができる」に改正する。 

 第９条第１項中第３号、第４号及び第５号を削り、第６号を第３号とする。 

 第１０条の見出しを「（役員等の選任）」に改め、同条第１項中「会長」の次に「、副会長」を加

え、同条中第２項を削り、第３項を第２項とする。 

 第１１条第１項中「統括」の次に「し、長期に不在となるときは、副会長のなかから会長代行を

指名」を加え、同条第２項中「副会長は、」の次に「会務を分担するとともに」を加え、同条中第

３項、第４項及び第５項を削り、第６項を第３項とし、第７項中「運営スタッフ会議」を「顧問会

議」に改め、同項を第４項とする。 

 第６章を第７章とする。 

 第２０条中「運営スタッフ会議」を「運営会議」に改め、同条を第２７条とし、第１９条を第２

６条とし、第１８条を第２５条とする。 

 第１７条を削る。 

 第１６条第３項中「コンサートの運営に関する会計及び札幌交響楽団支援」を「コンサート運営

費、楽譜支援金、法人維持会員会費、札幌交響楽団支援に要する経費及び前条の委員会運営に要す

る経費」に改め、同条を第２４条とする。 

 第５章を第６章とする。 

 第１５条の見出しを「（委員会）」に改め、同条第１項を次のように改める。 

   札響くらぶの事業の実施その他において必要があるときは、その都度委員会を設置すること

ができる。 

 第１５条第２項中「実行委員会の委員は、会長及び運営スタッフ」を「委員会の委員は、役員及

び事務局スタッフ」に改め、同条第３項中「実行委員会」を「委員会」に改め、同条第４項を次の

ように改め、同条を第２３条とする。 

 ４ 委員会の会計は、特別会計で処理する。 

 第１４条の見出しを「（運営会議）」に改め、同条第１項中「札響くらぶ」の前に「運営会議は、

総会に次ぐ意思決定機関とし、」を加え、「ため、運営スタッフ会議を設置する」を削り、同条第２

項を削り、第３項中「運営スタッフ会議は、会長、運営スタッフ及び会計監査」を「運営会議は、

役員及び事務局スタッフ」に改め、「構成」の次に「し、会長が招集」を加え、同条同項を同条第

２項とし、同条第４項を削り、同条第５項中「運営スタッフ会議」を「運営会議」に改め、同条同

項を同条第３項とし、第６項中「運営スタッフ会議」を「運営会議」に改め、同条同項を第４項と

し、同項の次に次の３項を加える。 

 ５ 運営会議に事務局会議及び会報編集会議を置く。 

 ６ 事務局会議は事務局長が招集し、事務局長、会報編集長、事務局次長、普通会計担当及び特



別会計担当で構成し、必要に応じて副会長の出席を求め、運営会議の審議に付す事項について

事前に調整する。 

 ７ 会報編集会議は会報編集長が招集し、会報編集長及び会報編集スタッフで構成し、必要に応

じて役員、事務局スタッフの出席を求め、会報「札響くらぶ」の編集に関して調整し、運営会

議に報告する。 

 第１４条を第１９条とし、同条の次に次の３条を加える。 

  （顧問会議） 

 第２０条 顧問会議は、会長が招集し、会長の要請により必要な審議を行い、会長に必要な助言

をする。 

 ２ 会長は、顧問会議から受けた助言を尊重し、必要な施策を講じるものとする。 

 ３ 顧問会議は、顧問、会長、副会長をもって構成する。 

  （議事録） 

 第２１条 会議を招集したときは、会議の要約を記録した議事録を作成する。 

  （会議の事務） 

 第２２条 会議の事務は、事務局が所掌する。 

 第４章を第５章とし、同章に次の１条を加える。 

  （会議） 

 第１７条 会議は、総会、運営会議及び顧問会議とする。 

 第３章の次に次の１章を加える。 

    第４章 事務局 

  （事務局の設置等） 

 第１３条 札響くらぶに事務局を置き、会務に係る事務を処理する。 

  （スタッフ） 

 第１４条 事務局に次のスタッフを置く。 

  (1) 事 務 局 長  １人 

  (2) 会報編集長  １人 

  (3) 事務局次長  若干名 

  (4) 普通会計担当  １人 

  (5) 特別会計担当  １人 

  (6) 運営スタッフ  必要な人数 

 ２ スタッフは、会員のうちから会長が指名する。 

  （スタッフの職務） 

 第１５条 事務局長は、札響くらぶの事務を統括し、普通会計担当又は特別会計担当が欠けたと

きは次の担当が指名されるまでの間、その事務を臨時に担当することができる。 

 ２ 会報編集長は、会報「札響くらぶ」の編集発行に関する事務を分担し、会員のうちから会報

編集スタッフを指名することができる。指名したときは事務局長に報告しなければならない。 

 ３ 事務局次長は、札響くらぶの事業に関連する事務を分担するとともに事務局長を補佐し、事

務局長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

 ４ 普通会計担当は、札響くらぶの普通会計事務を処理する。特別会計担当が欠けたときは、事

務局長の指示によりその事務を兼ねて担当することができる。 

 ５ 特別会計担当は、札響くらぶの特別会計事務を処理する。普通会計担当が欠けたときは、事

務局長の指示によりその事務を兼ねて担当することができる。 

 ６ 運営スタッフは、札響くらぶの事業及び関連する事務を分担し、それらの事業の実施及び事

務について役員及び事務局長、会報編集長、事務局次長を補佐する。 

  （スタッフの任期） 

 第１６条 スタッフの任期は、会長が指名した日から次の役員の改選の日までとし、再任を妨げ

ない。 

   附 則（平成 22年 5月 15 日） 

１ この会則は、平成 22年 5月 15 日から施行し、平成 22年 4月 1 日から適用する。 

２ 第７条第３項の規定は、平成 22年 4月 1 日以降の入会から適用する。 



改正の趣旨 

 １．会長が不在と同様の状況となる場合にあっては、副会長が会務を分担して会の運営を担うために必要

な改正を行いたい。 

 ２．役員は、会長、副会長、会計監査とする。 

 ３．副会長に、会長に次ぐ職責を担うために、会長、会計監査と同じく総会で選任することとしたい。 

 ４．事務局長、会報編集長、事務局次長、会計担当、運営スタッフは、事務局のスタッフとして、会の事

務を分担し、役員を補佐することを職務とし、会長が指名する。 

 ５．コンサート実行委員会の規定は、コンサートに限定しないで、コンサート以外の事業の実施その他で

も必要に応じて設置できるようにしたい。 

 ６．札響支援特別会計は、実際には特別会計で処理しており、別に区分するには通帳などを新たに作らな

ければならないため、現実的ではないので廃止する。 

 ７．その他現状の運用に合わせた字句整理などの改正をする。 

 

各条文改正の説明 

第２条関係：事務所は場所や建物を表す用語として使用され、事務局は組織を現す用語として使用される

ことに用いられることから、場所を指す「事務所」に改める。 

第５条関係：漢字とカタカナの用語の混同があるため、「一般会員」を適切に表すカタカナの「マスター会

員」に改め、カタカナの用語に統一した。 

第６条関係：入会申込の便を図るため、入会申込書は最低限の必要事項を満たしていれば任意の申込書で

の入会申込も受け付けることとするとともに、入会申込の必要事項を明らかにするため規定した。 

第７条第１項関係：用語を統一した。 

第７条第３項関係：会費の納入方法を原則として口座振替とし、例外として郵便振替その他の方法を認め、

平成 22 年 4 月 1 日以降入会する会員に適用することとした。ただし、平成 22 年 4 月 1 日以前に入会し

た会員にも口座振替の利用を促進することとする。 

第９条、第１０条、第１１条関係：会の運営責任を明確化することを目的に、役員を会長、副会長、会計

監査とし、総会にて選出することとし、会長代行の指名、副会長は会務を分担することを規定した。事

務局長、事務局次長、会計担当、運営スタッフについては、事務局スタッフとして役員の職務を補佐す

ることに職制を改めたい。このため、事務局長、事務局次長、会計担当、運営スタッフ関連の規定を削

除し、後に「事務局」として規定することとしました。 

第４章（第１３条～第１６条）関係：事務局の設置、所掌業務、スタッフ関係を改めて規定し、事務局ス

タッフとして事務局長、会報編集長、事務局次長、普通会計担当、特別会計担当及び運営スタッフを置

き、会長が会員の中から指名することとし、それぞれの事務分掌などを規定した。 

第４章関係：第４章の新設に伴い第５章に繰り下げる。 

第１７条関係：会議の種類として、総会、運営会議、顧問会議を規定した条文を新たに設けた。 

第１３条関係：第１３条～第１７条の新設に伴い、第１８条を繰り下げた。 

第１４条関係：第１９条を繰り下げ、第１項、第２項の規定を統合して第１項とし、第２項を削除し、事

務局の設置に伴い、名称の重複を避けるため、運営スタッフ会議を運営会議に、会議の構成を職制の改

正に伴い改め、運営スタッフの規定を第４章に移行したため削除し、第５項、第６項を第２項、第４項

削除に伴い第３項、第４項に繰り上げた。 

第１９条第５項～第７項関係：これまで開いていた事務局会議について、及び新たに会報編集会議を設置

し、運営会議の附属会議として規定した。 

第２０条関係：新たに設置した顧問会議について規定の条文を設けた。 

第２１条関係：議事録作成に関する規定を新たに条文を設けた。 

第２２条関係：会議の事務の所掌に関して新たな条文を設けた。議案や議事録を誰が作成するのかで必要

となります。 

第１５条関係：第２３条に繰り下げ、コンサートに限定しないで事業の実施に当たり、又はその他必要の

都度実行委員会あるいは委員会を設置できるように改め、用語を整理した。また、会計については、実

際には特別会計で処理しており、現状に合わせた規定に改めた。 

第５章関係：第６章に繰り下げる。 

第１６条関係：第２４条に繰り下げ、会計の内容を現状に合わせた規定に改めた。 

第１７条関係：札幌交響楽団支援特別会計は設けていない。また、設ける原資が無い。特別会計と区分し

て設ける意味が無いので削除する。 

第１８条、第１９条関係：第２５条、第２６条に繰り下げる。 

第６章関係：第７章に繰り下げる。 

第２０条関係：第２７条に繰り下げる。 

附則第２項関係：第７条第３項の改正規定の適用期日、適用範囲を規定した。 



札響くらぶ会則一部改正案新旧対照表 

新  条  文 旧  条  文 

    第１章 総則 

  （名称） 

第１条 この会は、「札響くらぶ」と称する。 

 （事務所） 

第２条 札響くらぶの事務所を、札幌市中央区中島公園 1

番 15号（札幌コンサートホール）公益財団法人札幌交

響楽団内に置く。 

 （事務局） 

第２条 札響くらぶの事務局を、札幌市中央区中島公園 1

番 15号（札幌コンサートホール）財団法人札幌交響楽

団内に置く。 

  （目的） 

第３条 札響くらぶは、札幌交響楽団（以下「札響」とい

う。）の演奏を楽しみ、その活動を支援するとともに、

会員相互の交流を図り、併せて音楽文化の普及、発展、

向上に寄与することを目的とする。 

  （事業） 

第４条 札響くらぶは、前条の目的を達成するため、次の

事業を行うものとする。 

 (1) 会員の募集 

 (2) 札響定期会員の普及と拡大 

 (3) 会報「札響くらぶ」の発行 

 (4) ホームページの管理運営等広報活動 

 (5) コンサートの開催 

 (6) 会員と札響団員及び会員相互の交流の促進 

 (7) 札響演奏会の練習見学会の開催 

 (8) 他の交響楽団のフアンクラブ組織との交流 

 (9) その他目的を達成するために必要な事業 

    第２章 会員 

 

 

 

２ 会員は、マスター会員とファミリー会員とする。 

３ マスター会員は、1個人として入会した者とする。 

４ ファミリー会員は、マスター会員の家族とする。 

 （会員） 

第５条 札響くらぶの会員は、第 3条の目的に賛同する者

とする。 

２ 会員は、一般会員とファミリー会員とする。 

３ 一般会員は、1個人として入会した者とする。 

４ ファミリー会員は、一般会員の家族とする。 

 

 

 

２ 入会申込書は、札響くらぶ所定の書式のほか、次の事

項（第 1 号及び第 2 号は必須事項とする。）を満たして

いる任意の書式とする。 

 (1) マスター会員及びファミりー会員の氏名及びフリ

ガナ 

 (2) 郵便番号、住所及び電話番号 

 (3) メールアドレス 

 (4) 運営スタッフ参加の希望 

 (5) 札響定期会員若しくは維持会員入会の希望 

 （会員の入会） 

第６条 札響くらぶの会員として入会しようとする者は、

入会申込書により申し込むものとする。 

 

 

 (1) マスター会員は、年額 2,500 円（うち、500円は札

幌交響楽団支援金に充てる。） 

 

 （会費） 

第７条 会費は、次のとおりとする。 

 (1) 一般会員は、年額 2,500 円（うち、500円は札幌交

響楽団支援金に充てる。） 

 (2) ファミリー会員は、1人につき年額 1,000円 

２ 会員は、入会時に入会年度の会費を支払うものとす 



新  条  文 旧  条  文 

 

３ 会員は、入会年度の翌年度以降の会費は、会員が指定

する金融機関の預金口座から自動振替するものとする。

ただし、会員の申し出により札響くらぶから送付される

会費振込依頼書より、当該年度の会費を支払うことがで

きる。 

る。 

３ 会員は、入会年度の翌年度以降の会費は、札響くらぶ

から送付される会費振込依頼書より、当該年度の会費を

支払うものとする。 

  （会員の退会及び資格の喪失） 

第８条 会員は、退会届を提出することにより、任意に退

会することができる。 

２ 会員が、次の各号のいずれかに該当するときは、その

資格を喪失する。 

 (1) 本人が死亡したとき。 

 (2) 継続して１年以上会費を滞納したとき。 

    第３章 役員 

 

 

 

 

 (3) （削除） 

 (4) （削除） 

 (5) （削除） 

 (3) 会 計 監 査  2人 

 

 （役員） 

第９条 札響くらぶに、次の役員を置く。 

 (1) 会   長  1人 

 (2) 副 会 長  若干名 

 (3) 事 務 局 長  1人 

 (4) 事務局次長  若干名 

 (5) 会   計  1人 

 (6) 会 計 監 査  2人 

２ 札響くらぶの運営に関し、必要な助言を受けるため、

顧問を置くことができる。 

 （役員等の選任） 

第１０条 会長、副会長及び会計監査は、会員の互選によ

り、総会において選任する。 

２ （削除） 

 

２ （本文省略） 

 （選任等） 

第１０条 会長及び会計監査は、会員の互選により、総会

において選任する。 

２ 副会長、事務局長、事務局次長及び会計は、運営スタ

ッフのうちから会長が指名する。 

３ 顧問は、会長が委嘱する。 

 

第１１条 会長は、札響くらぶを代表し、その会務を統括

し、長期に不在となるときは、副会長のなかから会長

代行を指名する。 

２ 副会長は、会務を分担するとともに会長を補佐し、会

長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代

理する。 

３ （削除） 

 

 

４ （削除） 

 

５ （削除） 

 

３ （本文省略） 

４ 顧問は、顧問会議に出席し、札響くらぶの運営に関し、

必要な助言を行うものとする。 

 （役員の任務） 

第１１条 会長は、札響くらぶを代表し、その会務を統括

する。 

 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は

欠けたときは、その職務を代理する。 

 

３ 事務局長は、札響くらぶの事務を統括し、会長及び副

会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を

代理する。 

４ 事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故が

あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

５ 会計は、札響くらぶの会計事務を処理し、収入及び支

出の状況を総会に報告する。 

６ 会計監査は、会計の状況を監査し、総会に報告する。 

７ 顧問は、運営スタッフ会議に出席し、札響くらぶの運

営に関し、必要な助言を行うものとする。 

 

 

 

 （役員の任期） 

第１２条 札響くらぶの役員の任期は２年とする。ただ

し、再任を妨げない。 

   第４章 事務局  
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 （事務局の設置等）  

第１３条 札響くらぶに事務局を置き、会務に係る事務を

処理する。 

 

 （スタッフ） 

第１４条 事務局に次のスタッフを置く。 

 (1) 事 務 局 長  1人 

 (2) 会報編集長   1人 

 (3) 事務局次長   若干名 

 (4) 普通会計担当  1人 

 (5) 特別会計担当  1人 

 (6) 運営スタッフ  必要な人数 

２ スタッフは、会員のうちから会長が指名する。 

 

第９条 

 (3) 事 務 局 長  1人 

 

 (4) 事務局次長  若干名 

 (5) 会   計  1人 

 

 

４ 運営スタッフは、会員のうちから会長が指名する。 

 （スタッフの職務） 

第１５条 事務局長は、札響くらぶの事務を統括し、普通

会計担当又は特別会計担当が欠けたときは次の担当が

指名されるまでの間、その事務を臨時に担当すること

ができる。 

２ 会報編集長は、会報「札響くらぶ」の編集発行に関す

る事務を分担し、会員のうちから会報編集スタッフを

指名することができる。指名したときは事務局長に報

告しなければならない。 

３ 事務局次長は、札響くらぶの事業に関連する事務を分

担するとともに事務局長を補佐し、事務局長に事故が

あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

４ 普通会計担当は、札響くらぶの普通会計事務を処理す

る。特別会計担当が欠けたときは、事務局長の指示によ

りその事務を兼ねて担当することができる。 

５ 特別会計担当は、札響くらぶの特別会計事務を処理す

る。普通会計担当が欠けたときは、事務局長の指示によ

りその事務を兼ねて担当することができる。 

６ 運営スタッフは、札響くらぶの事業及び関連する事務

を分担し、それらの事業の実施及び事務について役員及

び事務局長、会報編集長、事務局次長を補佐する。 

第１１条 

３ 事務局長は、札響くらぶの事務を統括し、会長及び副

会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を

代理する。 

 

 

 

４ 事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故が

あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

 

５ 会計は、札響くらぶの会計事務を処理し、収入及び支

出の状況を総会に報告する。 

 

 （スタッフの任期） 

第１６条 スタッフの任期は、会長が指名した日から次の

役員の改選の日までとし、再任を妨げない。 

 

   第５章 会議    第４章 会議 

 （会議） 

第１７条 会議は、総会、運営会議及び顧問会議とする。 

 

第１８条 （本文省略） 

 

 

 （総会） 

第１３条 総会は、札響くらぶの最高意思決定機関とし、

会長が 1年に 1回これを招集し、役員の選任、重要な事

業計画、予算及び決算を審議する。 

２ 会長は、必要が生じたときは、臨時に総会を招集する

ことができる。 

３ 総会は、出席会員の多数決によって議決する。 

 （運営会議） 

第１９条 運営会議は、総会に次ぐ意思決定機関とし、札

響くらぶの事業運営に関する事項を審議する。 

２ （削除） 

 

 （運営スタッフ会議） 

第１４条 札響くらぶの事業運営に関する事項を審議す

るため、運営スタッフ会議を設置する。 

２ 運営スタッフ会議は、総会に次ぐ意思決定機関とす

る。 
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２ 運営会議は、役員及び事務局スタッフをもって構成

し、会長が招集する。 

４ （削除） 

３ 運営スタッフ会議は、会長、運営スタッフ及び会計監

査をもって構成する。 

４ 運営スタッフは、会員のうちから会長が指名する。 

３ 運営会議は、次の事項を協議する。 

 

 

 

 

４ 運営会議は、毎月 1回開催する。ただし、必要がある

ときは 1回以上開催することができる。 

５ 運営会議に事務局会議及び会報編集会議を置く。 

６ 事務局会議は事務局長が招集し、事務局長、会報編集

長、事務局次長、普通会計担当及び特別会計担当で構成

し、必要に応じて副会長の出席を求め、運営会議の審議

に付す事項について事前に調整する。 

７ 会報編集会議は会報編集長が招集し、会報編集長及び

会報編集スタッフで構成し、必要に応じて役員、事務局

スタッフの出席を求め、会報「札響くらぶ」の編集に関

して調整し、運営会議に報告する。 

５ 運営スタッフ会議は、次の事項を協議する。 

 (1) 総会に付議すべき事項 

 (2) 総会の議決した事業計画の執行に関する事項 

 (3) その他総会の議決を要しない事業の執行に関する

事項 

６ 運営スタッフ会議は、毎月 1回開催する。ただし、必

要があるときは 1回以上開催することができる。 

 （顧問会議） 

第２０条 顧問会議は、会長が招集し、会長の要請により

必要な審議を行い、会長に必要な助言をする。 

２ 会長は、顧問会議から受けた助言を尊重し、必要な施

策を講じるものとする。 

３ 顧問会議は、顧問、会長、副会長をもって構成する。 

 

 （議事録） 

第２１条 会議を招集したときは、会議の要約を記録した

議事録を作成する。 

 （会議の事務） 

第２２条 会議の事務は、事務局が所掌する。 

 

 （委員会） 

第２３条 札響くらぶの事業の実施その他において必要

があるときは、その都度委員会を設置することができ

る。 

２ 委員会の委員は、役員及び事務局スタッフをもって充

てる。必要があるときは会員の中からも充てることがで

きる。 

３ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選任する。 

 

４ 委員会の会計は、特別会計で処理する。 

 （コンサート実行委員会） 

第１５条 コンサート実行委員会（以下「実行委員会」と

いう。）は、コンサートを開催する都度設置する。 

 

２ 実行委員会の委員は、会長及び運営スタッフをもって

充てる。 

 

３ 実行委員会に委員長を置き、委員の互選により選任す

る。 

４ 実行委員会に会計責任者を置き、委員のうちから選任

する。 

   第６章 会計    第５章 会計 

 

第２４条 （本文省略） 

 

３ 特別会計は、コンサート運営費、楽譜支援金、法人維

持会員会費、札幌交響楽団支援に要する経費及び前条の

委員会運営に要する経費に関する会計とする。 

 （会計の種類） 

第１６条 会計は、普通会計及び特別会計とする。 

２ 普通会計は、札響くらぶの運営に関する会計とする。 

３ 特別会計は、コンサートの運営に関する会計及び札幌

交響楽団支援に関する会計とする。 

 

 

第１７条 （削除） 

 （札幌交響楽団支援特別会計） 

第１７条 札幌交響楽団支援特別会計（以下「支援会計」

という。）を置く。 
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 ２ 支援会計は、札響くらぶコンサートの支出に充てるこ

とができる。 

３ 支援会計は、他の会計と区分して処理する。 

 

第２５条 （本文省略） 

 （会計年度） 

第１８条 札響くらぶの会計年度は、毎年 4月 1日に始ま

り、翌年 3月 31日に終わる。 

 

第２６条 （本文省略） 

 （会計報告及び決算） 

第１９条 札響くらぶの会計報告、収支計算書等決算に関

する書類は、毎会計年度終了後、速やかに会長が作成し、

会計監査の監査を受け、総会の議決を経なければならな

い。 

２ 決算において剰余金が生じたときは、次会計年度に繰

り越すものとする。 

   第７章 雑則    第６章 雑則 

 

第２７条 この会則の施行及び札響くらぶの運営につい

て必要な細則は、運営会議で協議し、会長がこれを定める。 

 （細則） 

第２０条 この会則の施行及び札響くらぶの運営につい

て必要な細則は、運営スタッフ会議で協議し、会長がこ

れを定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   附 則（平成 22年 5月 15日） 

１ この会則は、平成 22 年 5 月 15 日から施行し、平成

22年 4月 1日から適用する。 

２ 第７条第３項の規定は、平成 22 年 4 月 1 日以降の入

会から適用する。 

   附 則（平成 8年 8月 20日） 

 この会則は、平成 8年 8月 20日から施行する。 

   附 則（平成 9年 5月 24日） 

 この会則は、平成 9年 5 月 24 日から施行し、平成 9 年

4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 10年 6月 9日） 

 この会則は、平成 10 年 6 月 9 日から施行し、平成 10

年 4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 16年 6月 5日） 

 この会則は、平成 16 年 6 月 5 日から施行し、平成 16

年 4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 18年 4月 22日） 

 この会則は、平成 18 年 4 月 22 日から施行し、平成 18

年 4月 1日から適用する。 

 



 - 9 - 
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   第１章 総則 

 （名称） 

第１条 この会は、「札響くらぶ」と称する。 

 （事務所） 

第２条 札響くらぶの事務所を、札幌市中央区中島公園 1 番 15 号（札幌コンサートホール）財団法人札幌交響楽団内に

置く。 

 （目的） 

第３条 札響くらぶは、札幌交響楽団（以下「札響」という。）の演奏を楽しみ、その活動を支援するとともに、会員相

互の交流を図り、併せて音楽文化の普及、発展、向上に寄与することを目的とする。 

 （事業） 

第４条 札響くらぶは、前条の目的を達成するため、次の事業を行うものとする。 

 (1) 会員の募集 

 (2) 札響定期会員の普及と拡大 

 (3) 会報「札響くらぶ」の発行 

 (4) ホームページの管理運営等広報活動 

 (5) コンサートの開催 

 (6) 会員と札響団員及び会員相互の交流の促進 

 (7) 札響演奏会の練習見学会の開催 

 (8) 他の交響楽団のフアンクラブ組織との交流 

 (9) その他目的を達成するために必要な事業 

   第２章 会員 

 （会員） 

第５条 札響くらぶの会員は、第 3 条の目的に賛同する者とする。 

２ 会員は、マスター会員とファミリー会員とする。 

３ マスター会員は、1個人として入会した者とする。 

４ ファミリー会員は、マスター会員の家族とする。 

 （会員の入会） 

第６条 札響くらぶの会員として入会しようとする者は、入会申込書により申し込むものとする。 

２ 入会申込書は、札響くらぶ所定の書式のほか、次の事項（第 1 号及び第 2 号は必須事項とする。）を満たしている任

意の書式とする。 

 (1) マスター会員及びファミりー会員の氏名及びフリガナ 

 (2) 郵便番号、住所及び電話番号 

 (3) メールアドレス 

 (4) 運営スタッフ参加の希望 

 (5) 札響定期会員若しくは維持会員入会の希望 

 （会費） 

第７条 会費は、次のとおりとする。 

 (1) マスター会員は、年額 2,500 円（うち、500円は札幌交響楽団支援金に充てる。） 

 (2) ファミリー会員は、1人につき年額 1,000円 

２ 会員は、入会時に入会年度の会費を支払うものとする。 

３ 会員は、入会年度の翌年度以降の会費は、会員が指定する金融機関の預金口座から自動振替するものとする。ただし、

会員の申し出により札響くらぶから送付される会費振込依頼書より、当該年度の会費を支払うことができる。 

 （会員の退会及び資格の喪失） 

第８条 会員は、退会届を提出することにより、任意に退会することができる。 

２ 会員が、次の各号のいずれかに該当するときは、その資格を喪失する。 

 (1) 本人が死亡したとき。 

 (2) 継続して１年以上会費を滞納したとき。 

   第３章 役員 

 （役員） 

第９条 札響くらぶに、次の役員を置く。 

 (1) 会 長  1人 

 (2) 副 会 長  若干名 

 (3) 会計監査  2人 

２ 札響くらぶの運営に関し、必要な助言を受けるため、顧問を置くことができる。 

 （役員等の選任） 

第１０条 会長、副会長及び会計監査は、会員の互選により、総会において選任する。 

２ 顧問は、会長が委嘱する。 
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 （役員の任務） 

第１１条 会長は、札響くらぶを代表し、その会務を統括し、長期に不在となるときは、副会長のなかから会長代行を指

名する。 

２ 副会長は、会務を分担するとともに会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

３ 会計監査は、会計の状況を監査し、総会に報告する。 

４ 顧問は、顧問会議に出席し、札響くらぶの運営に関し、必要な助言を行うものとする。 

 （役員の任期） 

第１２条 札響くらぶの役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

   第４章 事務局 

 （事務局の設置等） 

第１３条 札響くらぶに事務局を置き、会務に係る事務を処理する。 

 （スタッフ） 

第１４条 事務局に次のスタッフを置く。 

 (1) 事 務 局 長  1人 

 (2) 会報編集長  1人 

 (3) 事務局次長  若干名 

 (4) 普通会計担当  1人 

 (5) 特別会計担当  1人 

 (6) 運営スタッフ  必要な人数 

２ スタッフは、会員のうちから会長が指名する。 

 （スタッフの職務） 

第１５条 事務局長は、札響くらぶの事務を統括し、普通会計担当又は特別会計担当が欠けたときは次の担当が指名され

るまでの間、その事務を臨時に担当することができる。 

２ 会報編集長は、会報「札響くらぶ」の編集発行に関する事務を分担し、会員のうちから会報編集スタッフを指名する

ことができる。指名したときは事務局長に報告しなければならない。 

３ 事務局次長は、札響くらぶの事業に関連する事務を分担するとともに事務局長を補佐し、事務局長に事故があるとき

又は欠けたときは、その職務を代理する。 

４ 普通会計担当は、札響くらぶの普通会計事務を処理する。特別会計担当が欠けたときは、事務局長の指示によりその

事務を兼ねて担当することができる。 

５ 特別会計担当は、札響くらぶの特別会計事務を処理する。普通会計担当が欠けたときは、事務局長の指示によりその

事務を兼ねて担当することができる。 

６ 運営スタッフは、札響くらぶの事業及び関連する事務を分担し、それらの事業の実施及び事務について役員及び事務

局長、会報編集長、事務局次長を補佐する。 

 （スタッフの任期） 

第１６条 スタッフの任期は、会長が指名した日から次の役員の改選の日までとし、再任を妨げない。 

   第５章 会議 

 （会議） 

第１７条 会議は、総会、運営会議及び顧問会議とする。 

 （総会） 

第１８条 総会は、札響くらぶの最高意思決定機関とし、会長が 1年に 1回これを招集し、役員の選任、重要な事業計画、

予算及び決算を審議する。 

２ 会長は、必要が生じたときは、臨時に総会を招集することができる。 

３ 総会は、出席会員の多数決によって議決する。 

 （運営会議） 

第１９条 運営会議は、総会に次ぐ意思決定機関とし、札響くらぶの事業運営に関する事項を審議する。 

２ 運営会議は、役員及び事務局スタッフをもって構成し、会長が招集する。 

３ 運営会議は、次の事項を協議する。 

４ 運営会議は、毎月 1回開催する。ただし、必要があるときは 1回以上開催することができる。 

５ 運営会議に事務局会議及び会報編集会議を置く。 

６ 事務局会議は事務局長が招集し、事務局長、会報編集長、事務局次長、普通会計担当及び特別会計担当で構成し、必

要に応じて副会長の出席を求め、運営会議の審議に付す事項について事前に調整する。 

７ 会報編集会議は会報編集長が招集し、会報編集長及び会報編集スタッフで構成し、必要に応じて役員、事務局スタッ

フの出席を求め、会報「札響くらぶ」の編集に関して調整し、運営会議に報告する。 

 （顧問会議） 

第２０条 顧問会議は、会長が招集し、会長の要請により必要な審議を行い、会長に必要な助言をする。 

２ 会長は、顧問会議から受けた助言を尊重し、必要な施策を講じるものとする。 

３ 顧問会議は、顧問、会長、副会長をもって構成する。 
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 （議事録） 

第２１条 会議を招集したときは、会議の要約を記録した議事録を作成する。 

 （会議の事務） 

第２２条 会議の事務は、事務局が所掌する。 

 （委員会） 

第２３条 札響くらぶの事業の実施その他において必要があるときは、その都度実行委員会等委員会を設置することがで

きる。 

２ 委員会の委員は、役員及び事務局スタッフをもって充てる。必要があるときは会員の中からも充てることができる。 

３ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選任する。 

４ 委員会の会計は、特別会計で処理する。 

   第６章 会計 

第２４条 会計は、普通会計及び特別会計とする。 

２ 普通会計は、札響くらぶの運営に関する会計とする。 

３ 特別会計は、コンサート運営費、楽譜支援金、法人維持会員会費、札幌交響楽団支援に要する経費及び前条の委員会

運営に要する経費に関する会計とする。 

 （会計年度） 

第２５条 札響くらぶの会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

 （会計報告及び決算） 

第２６条 札響くらぶの会計報告、収支計算書等決算に関する書類は、毎会計年度終了後、速やかに会長が作成し、会計

監査の監査を受け、総会の議決を経なければならない。 

２ 決算において剰余金が生じたときは、次会計年度に繰り越すものとする。 

   第７章 雑則 

 （細則） 

第２７条 この会則の施行及び札響くらぶの運営について必要な細則は、運営スタッフ会議で協議し、会長がこれを定め

る。 

   附 則（平成 8年 8月 20日設立総会） 

 この会則は、平成 8年 8月 20日から施行する。 

   附 則（平成 9年 5月 24日） 

 この会則は、平成 9年 5月 24日から施行し、平成 9年 4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 10年 6月 9日） 

 この会則は、平成 10年 6月 9日から施行し、平成 10年 4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 16年 6月 5日） 

 この会則は、平成 16年 6月 5日から施行し、平成 16年 4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 18年 4月 22日） 

 この会則は、平成 18年 4月 22日から施行し、平成 18年 4月 1日から適用する。 

   附 則（平成 22年 5月 15日） 

１ この会則は、平成 22年 5月 15 日から施行し、平成 22年 4月 1日から適用する。 

２ 第７条第３項の規定は、平成 22年 4月 1日以降の入会から適用する。 

 


